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令和４年度 担い手推進担当ロールプレイング大会開催（１２/２１）

明けましておめでとうございます
ＪＡグループ石川営農戦略室 室長 岡田 秀德

旧年中は、営農戦略室の活動にご協力を賜り、誠に、ありがとうございました。

本年は、第39次基本戦略の2年目を迎えますが、特に、これまで進めてきた次世代総点検運動につ

いて「成果の見える化」に取り組んでいきたいと考えておりますので、農業者・産地に対する「積極
的」な取り組みをお願いします。

他にも、労働力不足、資材費高騰、多発する自然災害等、農業者が農業継続する上での多くの課題
に対し、ＴＡＣ活動、農業ＤＸ、農業版ＢＣＰなどを「積極的」に推し進め、皆様と一緒に課題解決に取
り組む所存です。
本年も引き続き、ご協力をお願い申し上げるとともに、皆様のご活躍とご健勝をお祈り申し上げます。

ＪＡグループ石川は、担い手への訪問活動のさらなる充実を図るため、面談スキル向上を
目的とした「担い手推進担当ロールプレイング大会」を開催し、５ＪＡが出場しました。
連携する部門を限定せず、提案内容に応じた部門と連携したロールプレイングが行われま

した。

最優秀賞：ＪＡ石川かほく
Ｔ Ａ Ｃ  役 ： 山本 裕介 氏 （営農企画課）
連  携  役 ： 浜本 悠平 氏 （融資運用課）
担い手役 ： 松井 博暉 氏 （営農企画課）

優秀賞：ＪＡ金沢市
Ｔ Ａ Ｃ  役 ： 高田 雄介 氏 （アグリセンター中部松寺）
連  携  役 ： 山田 雅也 氏 （川北支店）
担い手役 ： 尾崎 哲也 氏 （アグリセンター中部松寺）

優秀賞：ＪＡ松任
Ｔ Ａ Ｃ  役 ： 井関 太昌代 氏 （営農資材課）
連  携  役 ： 山上 貴彦 氏 （融資課・ﾛｰﾝ営業ｾﾝﾀｰ）
担い手役 ： 達本 篤史 氏 （営農資材課）

・・・・・・・・・・・・・・・【お知らせ】 令和５年２月３日（金）・・・・・・・・・・・・・・・・・
ＡＭ：営農指導実践大会 ＰＭ：ＴＡＣパワーアップ大会 開催！！

営農指導実践大会では、青森県のJAつがる弘前から「園芸作物拡大の新たな仕組み作りの実践」、
JA石川かほくから「地力窒素分析による施肥指導」の報告、

ＴＡＣパワーアップ大会では、優秀TACの表彰や全国大会優良事例報告など、担当者皆さんの日々
の活動のスキルアップを目指した内容を予定しております。ぜひ、参加くださるようお願いします。

今大会のテーマを【担い手農家の所得向上に向けた各部門による総合事業提案】と設定し、
担い手農家を取り巻く厳しい環境をいかに打破するか、多角的な視点での提案が行われ、
実践にも役立つ内容が多い大会となりました。
表彰を受けられたのは次の方々です。



【お問い合わせ先】ＪＡグループ石川営農戦略室：梅本
TEL：076-240-5051 FAX：076-240-9120

～令和５年 １月の予定～

鳥獣被害防止に向けた知識向上促進

令和４年度石川県うぃずＯｎｅ総括会議開催（12/16）

期 日 内 容 場 所

１月１２日（木） 第６回農業経営指導者研修会 ＪＡ石川教育Ｃ

１月１３日（金） 野菜栽培概論講習会（第5回） 農業会館３Ｆ

１月２５日（水） 農作業安全に関する指導者向け研修会 ＷＥＢ

１月２７日（金） 営農指導員試験・地域営農マネージャー試験 ＪＡ石川教育Ｃ

【提出期限】
１月末まで

園芸振興推進要領（秋冬作）報告書提出締め切り ―

日時 申請期間 場所
令和5年2月26日（日）
午前10時から

令和5年1月20日（金）から
令和5年2月10日（金）まで

能美市辰口町ヌ10
辰口福祉会館
交流ホール

イノシシ等による鳥獣被害は丹精込めて育てた作物が台無しになってしまうため
農家の大敵となっています。このような鳥獣被害を防止するためには、鳥獣の保護
管理や猟具の取り扱い等に関して正しい知識を習得することが大切です。
令和5年2月26日（日）能美市辰口福祉会館交流ホールにて第4回狩猟免許試験が

実施されます。鳥獣被害防止担当者のスキルアップのため、積極的な受験をお願い
いたします。

ＪＡ担当者、県、関係機関約２０名により、令和4年産の課題検討および令和5年産
の取組み方針について協議を行いました。現在石川県内ではうぃずＯｎｅを使って
「トマト類（ミニ・大玉）」、「アールス系メロン」、「パプリカ」の栽培がされ
ており、さらに今後新たな品目提案のために、全農園芸種苗センターでは実証圃が
設置されております。
今年度石川県うぃずＯｎｅ研究会では、「ＬＩＮＥ公式アカウント」を設け、生

産者に対して個別に栽培指導を行ったり、現地検討会や見学会の案内についての情
報発信を行いました。次年度についても、品目に合わせたタイムリーな指導と情報
提供のために、生産者へはアカウント登録、担当者・指導者には管理者登録の呼び
かけをすすめていきます。

「うぃずＯｎｅ」とは？こちらから

ご確認ください。水稲育苗ハウスの

有効活用提案の一つとして検討願います
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